
科目名称 精神障害者と看護 
学年学期 単位数 時間数 

2学年前期  25 

担当教員 小河原 奈緒 
授業に関わる 

実務経験 

■ 有 （  看護師  ） 

☐ 無 

【1】 授業概要 

  精神障害者及びその家族へのケアと、観察の特徴や精神症状について学習する。 

 

【2】 学習目標 

1．精神看護実習を行うための基本知識を身に付ける。                

2．精神科で必要な観察の視点を理解し、説明できる。 

 

 

【3】 ディプロマポリシーとの関連性 

  Ⅰ．人に関心を持ち多様な人間を理解する力 

■ 1．人間を生活者として捉えることができる。 

■ 2．人間の生命、尊厳及び権利を尊重し、多様な価値観をもつ人間を理解することができる。 

 Ⅱ．看護を実践する力 

■ １．対象の健康状態の変化に気づくことができる。  

■ ２．安全に科学的根拠に基づいた看護援助を実践できる。 

■ ３．様々な場で生活する人々を支援するための援助を考えることができる。 

 Ⅲ．人間関係を構築する力 

■ １．対象とより良い人間関係を築くことができる。  

■ ２．多職種と連携・協働するための人間関係を築くことができる。 

 Ⅳ．主体的に学び続ける力 

 ☐ １．自己の資質向上のために学び続ける必要性を理解できる。 

☐ ２．自己の看護観をもちキャリアデザインを描くことができる。  

 

【4】 授業計画 

 内容 主な授業形態 

1 精神障害者の理解と実際 講義 

2 看護場面の再構成 講義 

3 精神看護における看護過程 講義 

4 援助技術 講義 

5 精神看護における看護過程 演習 

6 援助技術 講義 

7 援助技術 演習 

8 精神運動興奮状態への看護 講義 

９ 症状別看護１ 講義 

１０ 症状別看護２ 講義 

１１ 症状別看護演習（学生間）      演習 

  12 社会復帰治療の実際 講義 

13 筆記試験（45分間）  

 

【5】 評価方法 

１．筆記試験 

2．レポート  

 

【6】 教科書 

  榎本 哲郎 他著 「看護学入門 13 精神看護」 第 4版 メヂカルフレンド社  2024年 

 

【7】 参考書 

  医学映像教育センター さあ！やってみよう集団認知行動療法 
 

【8】 受講生へのメッセージ 

   

准看護師科 


